
令和６年２月実施

チェック
項目 はい どちらとも

いえない いいえ 改善目標・工夫している点など

環
境
・
体
制
整
備

① 〇
・基準はクリアしているが、活動の内容の絵画・造形等の芸術療法を考
えるともう少し広いほうが理想的と思っているが、現実的には難しい。

② 〇
・芸術療法という活動内容から、ご利用者様お一人にスタッフ一人が付
けるように来所時間等のご協力をいただき、努力している。

③ 〇 ・賃貸物件なので、許される範囲内で設置している状態。

業
務
改
善
　

④ 〇
・月に一度、曜日と時間を決めて、全スタッフ参加のもと行っている。
・療育上緊急な問題や改善すべき点、ご利用者様の変化等は上記に限ら
ず招集をかけたり、随時スタッフに伝えている。

⑤ 〇 ・自分達では伝わっていると思っていることもご利用者様には伝わって
いないことなどに気が付ける大切な機会だと思っている。

⑥ 〇
⑦ 〇
⑧ 〇 ・市で配信された虐待防止法等を見て勉強会、活動時の課題研修などを

行っている。

適
切
な
支
援
の
提
供

⑨ 〇
・活動毎に親御さんに活動の内容とその状況、成果等細かく説明し、親
御さんからも学校・ご家庭での様子を伺って、必要に応じて別途お時間
をいただきアセスメントを行っている。

⑩ 〇
・発達歴を含めたアセスメントシートを作って、保護者にご記入をお願
いしている。
・芸術療法を行う上で必要な情報を上記のシートからも読みとるように
している。

⑪ 〇 ・療育の指導員チーフ2名とサービス管理責任者、児童指導員の4名が中
心となって立案している。

⑫ 〇
・一対一での療育を行っているので、その都度問題点や出来たことなど
お一人お一人についてサービス管理責任者と指導員チーフたちと話し合
っているので、固定化することはない。

⑬ 〇
・芸術療法という療育を行っており、療育の流れで課題をきめ細やかに
変化させているので、平日・休日・長期というくくりだけで変化するこ
とはない。

⑭ 〇 ・お一人お一人に合わせた芸術療法なので、その特徴から適宜は難し
い。

⑮ 〇
⑯ 〇 ・活動日終了後にスタッフ間でその日の療育時でのご様子、問題点など

を話し合い、その対処も共有するようにしている。

⑰ 〇
・活動日誌に各自担当した利用者の活用状況を記入することで、問題点
等を再認識するとともにサービス管理責任者はすべてに目を通している
ので、補足の説明を要求する場合や対応の具体的アドバイスを行ってい
る。またサービス管理責任者からチーフへ問題を伝えることもある。
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⑱ 〇
⑲ 〇

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

⑳ 〇
㉑ 〇 ・親御さんの送迎が多いので必要なことは少ないが、以前よりも学校、

教諭の情報共有への理解度がなくなってきているように感じ、難しい。

㉒ 〇
㉓ 〇
㉔ 〇 ・今までご要望がなかったので。

㉕ 〇 ・ご利用者様個人的なケースでは行っている。

㉖ 〇
・以前は、ノーマライゼーションの活動を行っていたが、放課後等デイ
サービス事業への移行とともに芸術療法をより特化させたので、行えて
いない。

㉗ 〇 ・一対一の療育の質を高めることを優先するのが手一杯で、なかなか時
間が取れない。

㉘ 〇 ・基本的に親御さんの送迎なので、毎回お顔を合わせてお話ししている
ことは大きいと思う。

㉙ 〇
・ご要望によっては、親御さんの相談支援、カウンセリングや箱庭を通
しての精神的フォローを行っている。（本年度もコロナ禍の感染防止の
面から箱庭は行えなかった。来年度からは衛生面に考慮したルールの上
で実施して行く予定）

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

㉚ 〇

㉛ 〇 ・わざわざ話すとなると構えてしまう親御さんも送迎時にそのままお誘
いするとスムーズにお話しできる場合がある。

32 〇

・以前は、「おやじの会」「父母会」とあったが、児童発達支援・放課
後等デイサービスに移行してからのご利用者様は、ご要望が少なく、ま
た中心になって動いてくださる方もいなくて活動できなくなった。（お
一人でたくさんの事業所をご利用になる方が増えているのも関係してい
るように感じる。）

33 〇 ・契約書に苦情対応の体制を示し、周知している。

34 〇 ・毎月会報「アトリエ通信」を発行し、活動時に制作した作品の画像・
行事連絡事項等お知らせ・翌月の予定表を載せている。

35 〇 ・ご提出頂いた個人情報・役所関係の書類等は、鍵のかかる収納棚に保
管している。

36 〇
・絵や文字等を印刷したカード、トーキングエイド（iPad）等を用意し
ている。
・活動時は、制作手順等がわかるように見本を準備し、必要に応じて
個々にホワイトボードに表記したり、特性に応じて工夫している。

37 〇



非
常
時
等
の
対
応

38 〇 ・マニュアルを事務所に設置し、閲覧していただけるようにしている。
・都からの感染症等の通知は、施設入口・事務所に掲示している。

39 〇 ・定期的に行っている。

40 〇 ・八王子市主催で実施された研修を受けたり、職員全員で配信をみて学
習した。

41 〇
・契約書に明記し、必要な場合には、個々に具体的に説明し、了解を得
るようにしているが、今のところ実際に必要なケースがなく、放課後等
デイサービス計画に記載したことがない。

42 〇

・活動中に食べ物を提供しておらず、水分補給のためのミネラルウォー
ターのみ用意し、必要時に紙コップで提供している。
・契約時に保護者から「発育歴」のご記入・ご提出をお願いしており、
その中にアレルギー等の注意点がある場合は、職員間で情報を共有する
ようにしている。

43 〇


